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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、患者の持つ力を引き出す移動援助技術の教育プログラムの考案と、
効果の検証である。プログラムはキネステティクの小概念９つを体験的に学ぶ内容とした。A大学1年生の基礎看
護技術科目においてプログラムを実施し、授業後アンケートから学生の学びの内容を抽出した。学生は、マスの
重さを移す、相手が動く空間を考える、身体の構造を考えて実践する、など実体験を伴ったキネステティク概念
の理解ができていた。また、力に頼る方法は相手に不快と苦痛を与える、看護者が楽だと相手も楽に感じる、の
ように看護者の動きが患者に与える影響を実感していた。本プログラムは、動きを引き出す援助の学習に寄与す
る可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to devise an educational program for mobility 
assistance techniques that draws out the strengths of patients, and to verify the effectiveness of 
the program. The program consisted of experiential learning of nine concepts of kinesthetic. The 
program was implemented in the basic nursing techniques course for first-year students at University
 A, and the content of what the students learned was extracted from a post-class questionnaire. The 
students were able to understand kinesthetic concepts through practical experience, such as 
transferring the weight of a mass, considering the space the patient will move in, and putting it 
into practice by considering the structure of the body. They also realized the impact that the 
movements of nurses have on patients, such as the fact that relying on force causes discomfort and 
pain to the patient, and that the patient feels more comfortable when the nurse is relaxed. 

研究分野：基礎看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究で作成した教育プログラムは、メカニクス的に「相手を動かす」のではなく、患者の持つ力を引き出し
「相手が動くのを助ける」という移動の援助技術のパラダイムを新たにする可能性を持っていることが示唆され
た。このことは、感覚を介した相互作用として援助を行うという看護の本質を実現するものである。また、キネ
ステティク概念の体験学習は、１日6時間を２日間で行われる場合が多い。基礎看護技術の科目にこの時間数を
確保することは、他の学習内容を圧迫し、現実的ではない。考案したプログラムは、2コマ（180分）を２回の時
間数で運用できるため、現在の科目構成を大きく変えることなく導入可能である点にも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 我が国において教授されている看護師の作業姿勢や体位変換、移乗や姿勢保持の援助方法

は、物理学・力学的法則に基づいたボディメカニクスを応用したものであり、物体を安全に効率

良く「動かす」上で有用である。しかし、現在のメカニクス的な考え方は、援助者を主体とした

「患者を動かす援助」となっており、患者の持つ力を引き出せないばかりか、患者自身が無力感

を味わうことになり兼ねない。実際、体位変換や車椅子移乗などの「移動の援助」において、ボ

ディメカニクスの原理を活用するだけでは、患者の自立に向けた動作介助にならないことを経

験的に了解している看護師は少なくない（リカレント教育プログラム参加後の意見・感想より）。

これに対し、2000 年に日本褥瘡学会で紹介されたキネステティク概念は、「動きの感覚」を「人

と人との関わり」すなわちコミュニケーションに応用する概念である。患者の自然な動きを引き

出すために、看護者がどのように手伝えるのかを身体感覚を使ってコミュニケートし、考え、実

践するキネステティクは、姿勢・動作の看護援助技術を「メカニクス＝How to」から「身体感覚

で患者とコミュニケートする」へとパラダイムシフトさせる可能性があると考えられる。キネス

テティク概念を活用した体位変換方法を臨床導入する検討や教科書に多く掲載されている従来

のメカニクス的方法と比較した研究は散見されるが、看護基礎教育のカリキュラムに位置付け

られる実現可能性のある内容についての検討は進んでいない現状である。看護における姿勢や

動作の援助は、単なる「動作」の介助ではなく「生活行動」の支援であるため、援助者が主体の

「動かす援助」ではなく、「動く本人を主体とした援助」であることが非常に重要であり、この

観点からの新たな技術教育の確立が強く望まれる。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、１）患者の持つ力を引き出す移動援助技術教育に必要な要因を検討して教育

プログラムを考案し、２）その教育プログラムの効果を検証することである。 

 

３．研究の方法 

（１）キネステティク概念に基づく「動きの支援」技術教育プログラムの考案 

①授業事例の分析 

キネステティクに関する研修を行っている B 協会の教育プロデューサーが講師となって行っ

た授業 (90 分×2コマ)をビデオ録画し、分析した。 

②実現可能性のあるプログラム試案の作成 

 上記の分析結果に基づいて、授業プログラムの骨子を検討した。検討に際しては、現在の看護

基礎教育のカリキュラムにおける基礎看護技術を学ぶ単位数と単元「活動・体位変換」に当てら

れる時間数を鑑み、180 分×２回（計４コマ）におさまる内容とし、体験学習を中心に計画する

こととした（以下、試案）。また、試案に対して、現在基礎看護技術を担当している教員から意

見を聴取し、実効性について評価を得ることとした。 

 

（２）作成したプログラムの実施と評価 

 B 大学看護学科の生活援助技術を学ぶ演習科目（1年後期、２単位 60 時間）の単元「活動と休

息の援助」において作成したプログラムを実施し、授業評価の一環として「特に学べたと思うこ

と」を授業後に自由記述で収集し、データとした。参加学生の学びの内容を分類し、プログラム



の意図と比較して評価を試みた。 

 

４．研究成果 

（１）授業事例を分析した結果特徴的だったのは、発問や説明には、キネステティク概念の用語

よりも日常用語を汎用していること、参加者自身による体験学習の機会を繰り返し提供してい

ること、比較対象可能な経験を提示していること、学生を相手に講師が実践(ハンドリング)する

ことにより、接触によるコミュニケーションを体験させていること、の４点であった。以上は、

自己の体験をもとに理解することを重視するキネステティクの学び方を実現しており、教授方

法として重要であると考えた。また内容としては、「インタラクション」に多くの時間をかけて

おり、６つの概念（12 の小概念）全てに触れてはいなかった。自身の感覚に気づくことがキネ

ステティクの学習には重要であり、学習目標がキネステティク概念を学ぶことではないため、網

羅的に学ぶことが重要ではないことが確認できた。 

 内容的には、12 の小概念のうち９つを学習内容とし、ペアまたは数人のグループ活動を通し

て、「自分の体を通して知る→相手の動きを感じる」のステップを基本とし、力学的原理との違

いを体験しながら学習を進められる構成とした。また、体験学習としては参加者全員が同様の機

会を得られることが望ましいが、物理的環境と人的環境（教員のキネステティク学習経験）は教

育機関によって異なるため、試験導入しながらミニマムエッセンスを抽出することが、プログラ

ムの確立には必要であると考えられた。 

 

（２）作成した教育プログラムの評価と今後の課題 

①試験導入の実際 

 授業担当者は、通常科目を担当している教員 6名で、うち 1名がキネステティク基礎コースの

教師資格の認定をもっている。事前に模擬授業を行い、担当者間でのプログラム共有を行って実

施した。教室は看護学実習室で、ベッド上（ペアワーク）とヨガマットを敷いたフロアスペース

（代表者によるデモンストレーション）での実施を組み合わせて行った。実質的な時間配分と内

容は表１の通りである。 

②学生の学びの内容に基づく教育プログラムの評価 

授業参加者 95 名のうち 82 名(86%)の学生の記述を分析対象とした。学生の記述内容は「実体

験を伴ったキネステティク概念の理解」に関することと、「看護者の体の使い方が相手に及ぼす

影響」に大別された。各々に分類されたカテゴリーは表２の通りである。 

概ね、期待した内容が学べていたと考える。しかし、ペアワークで全員が体験した内容の記述

の方が、代表学生のデモンストレーションを通して学習した内容よりも圧倒的に多かった。特に、

代表で学生数人が実施した「押しと引き」の概念に関する記載はなかったことから、効果的な学

習のためには、体験学習の機会を確保することが重要であり、プログラム運用における課題であ

ることが確認された。  

 

③今後の課題 

 今回は、短期的かつ主観的な評価によってプログラムを評価した。しかし、「動きの援助技術」

は、体位変換や移動にとどまらず、食事や排泄などあらゆる日常生活行動の援助に必要である。

つまり共通技術として技術習得し、応用可能な状態がゴールだと考える。このような観点から、

長期的かつ客観的評価を加えて、プログラムを精錬していくことが課題である。 

  



 

表１ 演習スケジュール 

時間 内容  備考 

90 分 

 

 

１．感覚に注意を向け

たボディワーク 

 

 

 

 

 

２.「自然な動き」を

知る 

 

３.尊厳のある援助 

・動きの感覚 

・動きの要素とその関係 

・インタラクションの種類と特徴 

・人の体の捉え方 

・動きのパターン 

・７つの基本体位 

・人の「移動」の種類 

・オリエンテーション（動きの方向） 

・日常の動きを観察し分析する 

（寝返り、起き上がり、立ち上がり） 

「動くのを手伝う」vs「動かす」 

１.２は、ペアワー

クと学生代表によ

るデモンストレー

ション 

 

 

 

 

→個人課題 

 

今日の体験を経て

意見交換 

180 分 

 

 

４.キネステティク概

念を活用した体位変

換 

・水平移動 

・仰臥位から端座位 

・端座位から車椅子へ 

役割を交代しなが

ら実施→デブリー

フィング 

 

表２ 学生が特に学べたと思ったこと 

実体験を伴ったキネステティク概念の理解 

 

マスの重さを移す 

相手が動く空間を考える 

自然な動きを意識する 

体の構造を考えて実践する 

移動の基本は「歩く」 

看護者の体の使い方が相手に及ぼす影響 (患者が)自分で動いてるような感覚になる 

力で動かそうとすると(患者は)不快や苦痛を

感じる 

看護師が楽だと患者も楽 

 

 

 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計0件

〔学会発表〕　計0件

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

鈴木　和代

(Suzuki Kazuyo)

(70419456)

神戸市看護大学・看護学部・講師

(24505)

研
究
分
担
者

澁谷　幸

(Shibutani Miyuki)

(40379459)

神戸市看護大学・看護学部・教授

(24505)

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

山下　裕紀

(Yamashita Yuki)

(40326319)

関西医科大学・看護学部・准教授

(34417)


